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Thebredingplacesandmorphologicalfeaturesofseveralspecimensbelongingtothe
"cﾉﾉ “ αtes-complexofHvno 〃"sfromOoyamaandOumiwerestudiedandcomparedwith
thoseofH.liche" α" 紺fromKashiwazakiCitv,NiigataPref.
ThebreedingplacesinOoyamaandOumiareswampswithseveraltricklestreamesin
thedeciduousforest,whileinKashiwazakitheyarecreekswithrapidflowinthedeciduous
forestwhichistypicalforthebredingplaceinH.licﾉ 泥 泥 α/ 禰 ・Inthesurveyin1982,the
specimenscolectedareasfolows:7adultmales.5pairesofegsacsand1over-wmtered
larvafromOovamainMay18;5adultmalesand4pairesofeggsacsfromOumiinApril
16:10adultmalesand6pairesofeggsacsfromKashiwazakiinApril19 ・Manymorphologi-
calsimilaritiesexistbetweentheadultmalesfromOoyamaandthosefromOumi ，butthose
specimensdifferfromH.Ik 舵""" （fromKashiwazaki.Intheformer,thelongesttoesof
apresedlimbsarejustmetingorseparatedby1/2inter ℃ostalfoldandthefifthtoesofthe
hindlimbarevestigialinearlyalspecimens.Ontheotherhand ，inthelater 、thelongest
toesofapresedlimbsoverlap1-2intei ℃ostalfoldsandthefifthtoesofthehindlimb
developewel.ItwasreportedthatinH.aheithelongestoesofapresedlimbsareseparating
1-2intercostalfoldsandthefifthtoesaredeveloped(Sato,1943) ．Furthermore,thesurface
ofegsacsobtainedfromOoyamandOumilacksthelongitudinalstria,whichisoneofthe
characteristicsoftwoJapanesesalamandersH.lichen α" おandH.abei,Egsacsofsalaman-
dersfromHakuba-mura.NaganoPref.(Matsui,1980)andfromToyamaCity,ToyamaPref.
(Nambu,1982)alsolackthestria ・Bythesefeaturesinadultmalesandeggsacs,the
salamandersfromOoyamandOumiareven'closewitheachotherbutdiferfromH.licﾉzg γ 奴"fs
andH."b “ ・Itishighlyprobablethatthesesalamandersarehithertoimdescribedspecies
andmightbenewtoscience.
近 年 ，
は じ め に
地 理 的 に 隣 接 し た 石 川 ， 富 山 お よ び
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長 野 県 よ り ， 従 来 知 ら れ て い な か っ た ， 透 明
で 紐 状 の 卵 嚢 を 持 つ 静 水 産 卵 型 の サ ン シ ョ ウ
南 部 久 男
ウ オ の 生 息 が 確 認 さ れ た 。 宮 崎 （1977,1978,
1 9 7 9 ) は ， 石 川 県 羽 咋 市 お よ び そ の 周 辺 に 生
息 す る サ ン シ ョ ウ ウ オ を ， 京 都 府 丹 後 地 方 に
局 在 し て 生 息 す る と 考 え ら れ て い た ア ベ サ ン
シ ョ ウ ウ オ H a 6 “ と 同 定 し た 。 松 井 ・ 松 井
( 1 9 8 0 ） は 長 野 県 白 馬 村 産 サ ン シ ョ ウ ウ オ を ト
ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ 且 〃 c 〃 〃 l a t u s と 同 定 す
る に は 問 題 が あ る こ と を 指 摘 し ， そ の サ ン シ
ョ ウ ウ オ を ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ と 近 縁 な
種 と し て 位 置 づ け た 。 ま た ， 松 井 ら は 白 馬 村
周 辺 地 域 ， 特 に ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 南
限 と 考 え ら れ て い た 新 潟 県 青 海 町 の サ ン シ ョ
ウ ウ オ を 再 検 討 し ， 各 地 産 の ト ウ ホ ク サ ン シ
ョ ウ ウ オ の 種 内 変 異 の 実 体 を 明 ら か に す る 必
要 性 が あ る こ と を 述 べ て い る 。 一 方 ， 著 者 は ，
富 山 県 富 山 市 に お い て ， 上 記 の 種 と 近 縁 で ，
佐 藤 （ 1 9 4 3 ） に よ る ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ
群 に 含 ま れ る と 考 え ら れ る サ ン シ ョ ウ ウ オ に
つ い て 予 報 的 に 報 告 し （ 南 部 , 1 9 8 2 ) ， 現 在 そ
の 分 類 学 的 位 置 に つ い て 検 討 中 で あ る 。 こ の
よ う に ， 中 部 日 本 の 日 本 海 側 に は ， 透 明 で 紐
状 卵 嚢 を 持 つ 分 類 学 上 問 題 の あ る サ ン シ ョ ウ
ウ オ が 生 息 す る が ， 当 面 ， 特 に 検 討 を 要 す る
地 域 お よ び 地 理 的 に 隣 接 し た 地 域 の サ ン シ ョ
ウ ウ オ の 生 息 調 査 を 行 い ， 標 本 を 得 ， そ れ ら
の 分 類 学 的 位 置 を 検 討 す る 必 要 が あ る と 思 わ
れ る 。 著 者 は ， 1 9 8 2 年 4 ． 5 月 に 富 山 県 上 新
川 郡 大 山 町 ， 新 潟 県 西 頚 城 郡 青 海 町 で 分 類 学
的 位 置 の 明 ら か で ､ な い サ ン シ ョ ウ ウ オ の 一 種
{Hynobiussp.) の 生 息 を 碓 認 し た 。 本 報 告 で
は ， 産 卵 地 点 周 辺 の 環 境 ， 産 卵 状 況 お よ び 得
ら れ た 標 本 の 形 態 学 的 特 徴 に つ い て 簡 単 に 報
告 す る 。 な お ， 比 較 の た め ， 本 調 査 で 得 ら れ
た サ ン シ ョ ウ ウ オ と 近 縁 と 考 え ら れ る ト ウ ホ
ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 調 査 を 同 年 4 月 に 新 潟 県
柏 崎 市 で 行 っ た の で 併 せ て 報 告 す る 。
調 査 と 方 法
富 山 県 上 新 川 郡 大 山 町 ， 新 潟 県 西 頚 城 郡 青
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海 町 お よ び 新 潟 県 柏 I l l 奇 市 に お け る 現 地 調 査 は
繁 殖 期 と 考 え ら れ る 1 9 8 2 年 5 月 1 8 日 ， 同 年 4
月 1 6 日 お よ び ､ 4 月 1 9 日 に そ れ ぞ れ 行 っ た 。 発
見 し た 産 卵 地 点 で ， 卵 ， 幼 生 お よ び 成 体 の 確
認 を 行 い ， こ の 地 点 周 辺 の 環 境 お よ び 水 生 動
物 相 に つ い て 調 査 し た 。
採 集 し た 標 本 は ， 実 験 室 内 で 外 部 形 態 の 特
徴 を 観 察 し た 。 卵 襲 は ， 長 さ お よ び 幅 を 計 測
し ， 含 ま れ る 卵 の 数 を 記 録 し ， 実 体 瓢 微 鏡 下
で 卵 径 を 計ffli] し ， さ ら に 卵 嚢 外 皮 を 観 察 し た 。
ま た ， 卯 の 発 生 段 階(St.) を 沢 野(1947) のI 、
ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 発 生 段 階 図 に 従 っ て
同 定 し た 。 成 体 は ， ク ロ レ ト ン 溶 液 で 麻 酔 後
体 の 各 部 の 計 測 を 行 い ， 体 の 左 側 で ， 前 後 肢
を 体 側 で 伸 長 し た 場 合 の 指 曲 上 端 の 開 き あ る い
は 会 重 の 程 度 を 観 察 し , 1 0 % ホ ル マ リ ン で 固
定 し た 。 そ の 後 ， 軽 く 水 洗 し ， 7 0 ％ エ チ ル ア
ル コ ー ル 中 に 保 存 し た 。 ア ル コ ー ル 浸 標 本 に
つ い て 鋤 1 1 蓋 歯 列 お よ び 外 部 形 態 の 観 察 を 行
っ た 。 な お ， 計 測 の 方 法 は 松 井 （ 1 9 7 9 ） に 従
っ た 。 す べ て の 標 本 は 富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ
ー で 収 蔵 し て い る 。
結 果
生 息 環 境 ・ 産 卵 状 況
富 山 県 大 山 町 本 調 査 地 点 は ， 山 間 部 の 涯 泉
か ら 流 出 し た 水 が 扇 状 に 広 が っ て つ く る 小 さ
な 湿 地 で ， 底 質 は 砂 と 小 さ な 磯 が 混 在 す る 泥
で あ る 。 こ の 湿 地 は 蘇 類 で 種 わ れ ， ス ケ の 一
種 と イ が み ら れ る 。 湿 地 の 背 後 の 緩 斜 面 に は
イ ヌ コ ウ リ ヤ ナ ギ な ど の ヤ ナ ギ 類 が 多 く ， ヤ
シ ャ ブ シ ， タ ニ ウ ツ ギ な ど の 低 木 お よ び ､ ク マ
ノ ミ ズ キ な ど が 生 育 す る 。 水 中 に は ， オ ナ シ
カ ワ ケ ラ 科 の 一 種 が 多 く 生 息 し ， ｜ ､ ビ ケ ラ 科
の 一 種 な ど も み ら れ る 。
卵 嚢 は ， 直 径20cm, 長 さ240cm お よ び 直 径30
cm, 長 さ70cm の 倒 木 の 下 面 と(PlateIA,D),
蘇 類 の 基 部 に 産 み つ け ら れ て い る の か 確 認 さ
れ た 。 こ の 部 分 に は 水 が 流 入 し ， 水 深 3 ～ 5
大 山 町 ・ 青 海 町 のHynobiussp. に つ い て( 予 報j
卵 嚢 は ， 流 木 と 落 葉 で 水 流 が さ え ぎ ら れ た
数 ヶ 所 で(PlateIB), 水 深 数cm の 位 置 に 確 認
さ れ た （ 気 温10.7 ℃ ， 水 温9.5 ℃) 。 卵 嚢 の 周
辺 と 泥 中 か ら は 雄 の 成 体 が 認 め ら れ た 。
cm の 小 さ な 水 溜 ま0 を つ く る （ 気 温19.5 ℃ ，
水 温10 ．5 ～12.6 ℃) 。 卵 蕊 の 周 辺 か ら は 雄 の
成 体 が 確 認 さ れ ， 落 葉 の 堆 枝 す る 水 溜 ま り に
は s t . 6 3 の 越 冬 幼 生 が 認 め ら れ た 。
新 潟 県 柏 崎 市 ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 産
卵 場 は ， 山 間 部 の 本 流 に 注 ぐ 沢 で ､ あ る ( P l a t e
I C ) 。 水 は ， 安 定 し た 岩 盤 の 間 を 流 れ ， 所 々 滝
状 に 落 ち 込 み ， 下 流 部 は や や 開 け る 。 底 質 は
喫 で あ る 。 こ の よ う な 沢 は ， 佐 藤 （ 1 9 4 3 ） が
示 し た ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 典 型 的 な 産
卵 場 で あ る 。 沢 の 両 側 は 急 斜 面 で 鴨 ， チ ャ ボ ガ
ヤ ， ガ マ ズ ミ ， ツ リ バ ナ な ど の 低 木 が は え る ‐
こ の 流 水 中 に は ， フ タ ス ジ モ ン カ ケ ロ ウ ， タ
ニ ガ ワ カ ケ ロ ウ 属 の 一 種 ， ウ エ ノ ヒ ラ タ カ ケ
新 潟 県 青 海 町 産 卵 場 は ， 山 間 部 よ り 流 出 し
た 沢 が つ く る や や 開 け た 湿 地 で ､ ， 下 流 部 は 伏
流 水 と な る 。 底 質 は 泥 で ， 水 は お も に 湿 地 の
両 側 を 流 れ る 。 湿 地 に は ， ヨ シ の 一 種 、 ス ケ
の 一 種 ， ス ギ ナ な ど が は え る 。 周 囲 の 斜 面 に
は ハ ン ノ キ や キ ブ シ な ど の 低 木 が 生 育 し ， 一
部 に ス ギ の 植 林 が み ら れ る 。 水 生 動 物 と し て
オ ニ ヤ ン マ の ヤ ゴ が 多 く ， そ の 他 カ ワ ト ン ボ ，
ミ ル ン ヤ ン マ の ヤ ゴ ， ヨ ツ メ ト ビ ケ ラ ， 甲 殻
類 の ミ ズ ム シ な ど が 生 息 す る 。
Table1.Measurementsinlivingstateandmeans ±SD(ranges)ofsalamanders
colectedinthepresentsurvey.Ad=adult;TotL=totalength;
SVL=snout-ventlength;HL=headlength;HW=headwidth;
BW=bodyweight.
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ロ ウ ， コ カ ケ ロ ウ 属 の 一 種 ， フ タ ツ メ カ ワ ケ
ラ 属 の 一 種 ， ミ ル ン ヤ ン マ の ヤ ゴ ， ガ ガ ン ボ
科 の 一 種 な ど の 水 生 昆 虫 の 他 ， カ ワ ニ ナ ， サ
ワ ガ ニ ， ヨ コ エ ビ の 一 種 な ど が 生 息 し ， 両 生
類 で は 水 中 で タ ゴ ガ エ ル が 確 認 さ れ た 。
卵 嚢 は ， 流 木 と 落 葉 で 流 れ が さ え ぎ ら れ た
水 溜 ま り に あ る 細 い 枝 と 峡 の 下 面 に 付 着 し て
い た （ 気 温13.2 ℃ ， 水 温10.2 ℃) 。 後 者 の 割 合
は ， 確 認 さ れ た す べ て の 卵 嚢 の う ち 約 1 7 ％ で
あ っ た 。 ま た ， 卵 嚢 の 周 辺 と 燦 の 下 に 雄 の 成
体 か 確 認 さ れ た 。
成 体 の 形 態
各 調 査 地 域 で 採 集 さ れ た 成 体 は す べ て 雄 で
あ っ た 。 大 山 町 お よ び 青 海 町 か ら は そ れ ぞ れ
7 個 体 と 5 個 体 の サ ン シ ョ ウ ウ オ の 一 種 が ，
柏 崎 市 か ら は 1 0 個 体 の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ
オ が 採 集 さ れ た 。 生 体 の 各 部 分 の 計 測 値 を
T a b l e I に 示 す 。 大 山 町 産 の 標 本 の 平 均 体 長
お よ び､ 頭 胴 長 は そ れ ぞ れ95.2mm お よ び53.1mm
で ， 青 海 町 産 の105.8mm,57.5mm, 柏Ill 奇 市 産 の
ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の126.6mm,65.5mnij;
り 小 さ い 。 ま た , 大 山 町 産 の 平 均 体 重 は 3 . 3 8 g
で ， 青 海 町 産 の 5 . 3 4 g よ り 軽 < , 柏 崎 市 産 の
8.59g に 比 べ か な り 軽 い 。 な お ， 柏HI 奇 市 産 の
ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ は ， 丸 山 （ 1 9 7 7 ） か
報 告 し た 新 潟 県 川 上 村 産 の 標 本 ( 体 長 1 1 8 . 2 ±
21.4mm, 頭 胴 長63.7 ±3.9mm, 体 重7.2 ±1.29,
N = 3 0 ) に 比 べ や や 大 き い 。
左 側 の 体 側 の 肋 搬(costalfold) 数 ， 生 体 の
前 後 肢 を 体 側 に 伸 長 し た 場 合 の 指li'li; 端 の 開 き
あ る い は 会 重 の 程 度 （ 肋 級 数 で 示 し ， 以 下 前
後 肢 の 関 係 と 略 す ) ， 後 肢 の 第 5 肌 の 発 達 の 経
度 ( 退 化 型 , － ; 痕 跡 型 , ＋ ； よ く 発 達 , ＋ ＋ と 表
す ） を T a b l e 2 に 示 す 。 大 山 町 ･ 青 海 町 産 の 標
本 の 肋 雛 数 は ，11 条 が そ れ ぞ れ2f.1ft,12 条
が 5 個 体 お よ び 3 個 体 あ | ) ， 柏 | 崎 市 産 ト ウ ホ
ク サ ン シ ョ ウ ウ オ は 1 0 個 体 す べ て I I 条 で あ っ
た 。 前 後 肢 の 関 係 は ， 指Il'-ll 端 が 接 す る も の か
大 山 町 ･ 青 海 町 産 で そ れ ぞ れ 4 個 体 と 3 個 体 ，
焔 肋 雛 開 く 佃 1 体 が 1 個 体 と 2 個 体 ， 1 肋 雛 開
く も の と 重 な る も の が 大 山 町 産 で そ れ ぞ れ
1 個 体 観 察 さ れ た 。 柏 I l l 奇 市 産 ト ウ ホ ク サ ン シ
ョ ウ ウ オ で ､ は ， 1 肋 雛 重 な る も の 7 個 体 ， 2
肋 搬 重 な る も の が 3 個 体 観 察 さ れ た 。 佐 藤
( 1 9 4 3 ） は ， 京 都 府 産 ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 雄
Table2.Comparisonfthrediagnosticharctersofsalmanderscolected
inthepresentsurvey.Figuresinthetableshowthenumberof
speclmens ．
F o r m a n d
locality
Hynobiusp.
Ooyama,Toyama
Hynobiusp.
Oumi,Niigata
H.licﾉz ど れ “ “
Kashiwazaki
Nigata
NumberofN costalfolds
Numberofcostalfoldsbetween
tipsoftoesofapresedlimbs
Developmentot
the5thtoe
1 1 1 2 - 2 - 1 + 0 + 1 + 2 + + +
0 1 1 * 4 1 0 6 1 0
2 3 0 0 （ 2 ） ＊ 3 0 0 0
1 0 1 0 0 0 0 0 7 3 ( 1 ) " 0 9
*showsbetween －Iand 十() ． ＊ ＊showslefthindlimb ．
7 8
F()rman 〔l
locality
大 山 町 ・ 青 海 町 の 跡'"0 〃"ssp に つ い て( 予 報 〉
A － E
F － H
l I
Fig.1.Schematicdrawingsofthepalatesofthesalamanderscollectedinthe
presentsurvey,showingvariationsinshapeofvomero-palatineteth
series.A.B.C.Hviﾉ0""ssp.fromOo¥'ama.To¥-ama;D,E.Hyno 〃"s
so.fromOumi ，Niigata;F.G,H,H.lichenatusfromKashiwazaki,
Niigata.Scale=Smm.
Table3.Comparisonofnumberofvomero-palatineteethandjawteeth
(means ±SDandranges)ofsalamanderscollectedinthepresent
survev ・I.outerbranch;I,inerprincipalbranch.Uper,maxilary
teeth;Lower,dentarvteeth.
Vomero-palatineteth
right l.'tl
Total
1 1 1 tota ： tOtal
lawteeth
upperlower
〃v"0 〃"sp ・
Oovama.Tovama ク 戸
2.3 ±1.010.7+2 ． §
il-4i(7-141
13+2.7
10-17
2.1 ±0.79 ．9 土1,2
11-31(8-121
12 ±l
(10-l3i
25 土3 ．2
(21-29 ）
58.9 ±2 ．361 ．1 ±4. §
(55-62 ） （54-691
Hyno 〃"3sp ・
Oumi.Niigata
〃. 〃 〔､/J ” 呪""s
Kashiwazaki
Nigat
3.3 士1.010 ±1 段
(2-4)(8-121
4.1 ±0 ．913 ．4 ±3 ．5
3 - 5 ( 8 - 2 1 :
13. ±2. 童
10-16 ；
17.5 ±3. 毒
(1-26 ：
2.8 ±0 ．5105 ±1.3
（2 －31 （9-11 ）
3.9 ±0.713.42.2
(3-5)(11-181
7 9
13.3 ±1.5
(12-1 扉
17.3+2.2
1 5 2 2
26.5 士Z
(24-28
34.8 ±5 ．8
(30-48 ）
59.4 士3 ．464 ．6 ±4 ．2
'55-64)(60-71 ；
74.1 ±5 ．178 ．4 ±7 ．2
63-81)(65-90I
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1 0 個 体 の う ち ， 前 後 肢 の 関 係 が 接 す る も の ，
1 ， 1 ． 5 ， 2 お よ び 3 肋 搬 開 く も の を そ れ ぞ れ
1 ， 3 ， 2 ， 3 ， 1 個 体 報 告 し て い る 。 ま た ，
ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ で は 1 ～ 2 肋 雛 重 な
る こ と を 報 告 し て い る 。 今 回 測 定 の 対 象 と し
た 柏 崎 市 産 の 標 本 は 佐 藤 の 報 告 に よ る ト ウ ホ
グ サ ン シ ョ ウ ウ オ と 一 致 す る が ， 大 山 町 お よ
び 青 海 町 産 の 標 本 は 両 種 の 中 間 を 示 す こ と が
認 め ら れ た 。 左 右 の 後 肢 の 第 5 靴 の 発 達 の 程
度 は ， 青 海 産 の 5 個 体 は す べ て 退 化 型 で ， 大
山 町 産 で は 1 個 体 が 痕 跡 型 ， 6 個 体 が 退 化 型
で あ る 。 柏 I l l 奇 市 産 の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ で
は ， 1 個 体 の 左 側 が 退 化 型 ， 右 側 は 5 吐 性 で
他 の 個 体 は よ く 発 達 し た 5 吐 性 で あ る 。 佐 藤
( 1 9 4 3 ） に よ る と ， 京 都 府 産 ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ
オ は 5 吐 性 で あ り ， 松 井 ・ 松 井 （ 1 9 8 1 ） も 京
都 府 産 ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ 4 個 体 で | 司 様 な 結
果 を 観 察 し て い る 。 ま た ， 佐 藤 （ 1 9 4 3 ） は ，
山 形 ， 秋 田 ， 新 潟 の 各 県 の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ
ウ ウ オ は 5 吐 性 で あ る が ， 個 体 変 異 が あ り ，
退 化 痕 跡 型 ， 退 化 型 が 認 め ら れ る こ と を 報 告
し て い る 。 丸 山 （ 1 9 7 7 ） は ， 新 潟 県 田 上 村 産
の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 成 体 , 雄 2 6 個 体 ，
雌 4 個 体 に つ い て ， 左 右 と も 完 全 な 5 a t 性 2 5
個 体 ， 痕 跡 型 3 個 体 ， 左 が 完 全 な 5 I ' l l 性 で 右
が 4 吐 性 2 個 体 を 報 告 し ， 今 回 観 察 し た 柏 ' ' 1 奇
市 産 の 1 個 体 に 同 様 な 吐 数 が 認 め ら れ た 。
各 地 域 産 の 鋤 口 蓋 歯 列 の 形 を F i g . 2 に ， 外
枝 と 主 枝 に 存 在 す る 小 歯 数 お よ び 上 顎 と 下 顎
に 存 在 す る 小 歯 数 を T a b l e 3 に 示 す 。 大 山 町
産 の 鋤 口 蓋 歯 列 の 形 は V 字 型 が 3 個 体 ( F i g .
1A),i 幅 が 狭 く 深 いV 字 型 が3 個 体(Fig.lB),
l 幅 が 広 く 浅 いV 字 型 が1 個 体(Fig.lC) 認 め ら
れ た 。 ま た ， 外 枝 の 発 達 が 左 右 両 側 ， 左 側 ，
右 側 が 悪 い も の が そ れ ぞ れ 1 個 体 認 め ら れ た 。
青 海 町 産 は,V 字 型 が3 個 体(Fig.2D), や やI 胴
の 広 いV 字 型 が2 個 体(Fig.2E) 認 め ら れ た 。
柏 崎 市 産 の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ で は , v ^
型 6 個 体 F i g . l F U 岡 が 広 く U 字 型 に 近 い V 字
80
型 2 個 体 ( F i g . l G ) , 帆 が 広 く 浅 い V 字 型 2 個 体
(Fig.lH) 認 め ら れ た 。 前 二 者 の 鋤 口 蓋 歯 列 臆
柏 崎 市 産 に 比 べ ' 幅 が 狭 く ， 深 い V 字 型 を 示 す
個 体 が 多 い 。 佐 藤 ( 1 9 4 3 ) に よ る と ， ト ウ ホ ク
サ ン シ ョ ウ ウ オ の 鋤 口 蓋 歯 列 は ， 短 い U あ る
い は 多 少 V 字 に 傾 く が ， 秋 田 県 ， 山 形 県 ， 新
潟 県 で は 展 型 的 な V 字 を 示 す こ と が 報 告 さ れ
て お り ， 今 回 の 柏 崎 市 産 の 標 本 に つ い て も 同
様 な 結 果 が 認 め ら れ た 。 ま た ， 大 山 町 ， 青 海
町 産 の 鋤 口 蓋 歯 列 は ， 松 井 ･ 松 井 ( 1 9 8 0 ) が 図
示 し た 京 都 府 産 の 雄 の ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ の
U 字 型 と は 異 な る 。 鋤 口 蓋 歯 列 上 の 小 歯 数 は
各 地 域 産 の 標 本 に つ い て 左 右 差 が 認 め ら れ た
が ， 傾 向 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の 小 歯 数 の
合 計 の 平 均 数 は ， 大 山 町 産 2 5 本 ( 2 1 - 2 9 本 ,
青 海 町 産 2 6 5 本 （ 2 4 - 2 8 本 ） で あ る 。 こ れ ら
は ， 柏 I l l 奇 市 産 の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ が 示 す
34.8 本 （30-48 本)0 約10 本 少 な く ， 佐 藤
( 1 9 4 3 ） の 示 し た ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ の 3 2 本 よ
り さ ら に 少 な い 。 上 顎 と 下 顎 に 存 在 す る 小 歯
数 は ， 各 地 域 産 の ほ と ん ど の 標 本 で 上 顎 よ り
下 顎 に 多 く 認 め ら れ る が ， 大 山 町 と 柏 崎 市 産
で は ， 同 数 お よ び 上 顎 に 多 く 認 め ら れ る も の
が そ れ ぞ れ 1 個 体 観 察 さ れ た 。 上 顎 と 下 顎 の
小 歯 数 の 平 均 本 数 は ， 大 山 町 ， 青 海 町 産 で そ
れ ぞ れ58.9,61.1 本 ，59.4,64.6 本 で あ り ，
柏 崎 市 産 の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 7 4 . 1 ,
78.4 本 に 比 べ 少 な い 。
生 時 の 体 色 は ， 柏 崎 市 産 の ト ウ ホ ク サ ン シ
ョ ウ ウ オ で は ， 背 面 が 青 味 を 帯 び た 褐 色 を 基
色 と し ， 淡 黄 褐 色 の 細 点 が 密 に 存 在 し ( P l a t e
I F ) そ の 程 度 に よ n 黒 色 に み え る 個 体 か ら 黄
色 に 近 い 伽 | 体 ま で ， 体 の 色 調 は 様 々 で あ る 。
尾 部 の 基 部 背 面 は 胴 部 背 面 よ ' ) 黄 色 が ま さ り
尾 部 背 縁 や 側 面 で は 菰 褐 色 の 斑 を 形 成 す る こ
と が 多 い 。 体 側 か ら 1 1 曳 面 に か け 基 色 が 淡 く な
り ， 青 味 を 帯 び た 小 点 が 存 在 す る が ， 散 在 す
る も の か ら 一 面 に 地 衣 状 に 広 が る も の ま て 個
体 差 が あ る 。 こ の 小 点 は ， 四 肢 背 面 と ， 尾 部
大 山 町 ・ 青 海 町 のHynobiussp. に つ い て( 予 報j §
よ び 青 味 を 帯 び た 小 点 の 分 布 は ， 柏 崎 市 産 ト
ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ お よ び 青 海 町 産 の 標 本 に
似 る が ， 青 白 色 の 地 衣 状 斑 は 顕 著 な 個 体 が 多
(^PlateIE) 。
特 に 腹 縁 側 に も 認 め ら れ ， 同 様 に 個 体 差 が 大
き い 。 青 海 町 産 の 標 本 の 背 面 は ， 暗 褐 色 の 基
色 に 黄 褐 色 の 細 点 が 密 に 存 在 し ， 柏 崎 産 の 標
本 よ f ] 黒 色 が ま さ る 。 腹 面 と 尾 部 の 体 色 の パ
タ ー ン お よ び 青 味 を 帯 び た 小 点 の 分 布 は , 柏 崎
市 産 に 似 る ｡ 今 回 観 察 さ れ た 青 海 町 産 の 5 個 体
間 の 体 色 ， 尾 部 に お け る 黄 褐 色 斑 お よ び 青 味
を 帯 び た 小 点 の 分 布 に つ い て 個 体 差 は 少 な い 。
大 山 町 産 の 標 本 で は ， 背 面 の 基 色 は 赤 褐 色 の
個 体 と 黄 褐 色 の 個 体 が 認 め ら れ る 。 黄 褐 色 の
基 色 を も つ 個 体 の う ち ， 顕 著 な 暗 色 斑 が 斑 点
状 に 散 在 す る 個 体 が 3 個 体 で み ら れ た 。 こ れ
ら は ， 今 回 観 察 し た 標 本 中 で は 色 調 が 最 も 特
徴 的 で あ っ た 。 腹 面 と 尾 部 の 体 色 パ タ ー ン お
卵 嚢 ・ 卵 の 形 態
各 調 査 地 域 で 採 集 さ れ た 卵 嚢 は ， 大 山 町 5
対 ， 青 海 町 4 対 ， 柏 崎 市 6 対 で あ っ た 。
卵 嚢 の 長 さ と i 隅 ， そ れ に 含 ま れ る 卵 数 と 卵
径 を T a b l e 4 に 示 す 。 卵 嚢 は 各 地 域 産 と も 無
色 透 明 で ， 大 山 町 産 1 . 5 ～ 2 回 ， 青 海 町 産 1 . 0
～ 2 ． 5 回 ， 柏 崎 市 産 ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ 1 . 0
～ 1 ． 5 回 巻 く 。 長 さ と 幅 の 平 均 は ， そ れ ぞ れ の
地 域 産 に お い て80 ×lOmm,113 ×13mm,119X
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1 5 m m で あ り ， い ず れ も 卵 嚢 外 皮 に 横 雛 が 存 在
す る 。 ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ と ト ウ ホ ク サ ン シ
ョ ウ ウ オ の 卵 嚢 外 皮 に み ら れ る と 同 様 の 規 匪
正 し い 縦 条 ( 佐 藤 , 1 9 4 3 ） は ， 柏 崎 市 産 の す べ
て の 卵 嚢 で 肉 眼 で も 容 易 に 観 察 で き た ( P l a t e
・
I E ) 。 し か し ， 今 回 観 察 し た 大 山 町 お よ び 青 海
町 産 の す べ て の 卵 嚢 で は ， 肉 眼(PlateID) お
よ び 実 体 顕 微 鏡 下 で 縦 条 は 観 察 で き ず ， そ の
点 に お い て , 長 野 県 白 馬 村 産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ
( 松 井,1980), 富 山 市 産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ( 南 部
1 9 8 1 ) の 卵 嚢 外 皮 に 似 て い る 。 一 腹 卵 数 の
平 均 は ， 大 山 町 産29.2 個(25-33 個,N=5),
青 海 町 産45.3 個 （37-55 個,N=4) お よ び
柏 崎 市 産 ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ 5 4 . 8 個 （ 4 7
- 6 2 個 , N = 7 ) で あ っ た 。 山 形 県 念 珠 関 産
の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ お よ び 京 都 府 産 の
ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ （ 佐 藤,1943) ， 石 川 県 羽
咋 市 千 路 町 の ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ( 竹 田,1979 ノ ミ
長 野 県 白 馬 村 産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ （ 松 井 ・ 松
井,1980) お よ び 富 山 市 産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ( 南
部,1981) の 一 腹 卵 数 の 平 均 は そ れ ぞ れ43.0 個
(36-51 個,N=10),61.8 個 （43-72 個,N
=10),84.1 個(20-123 個,N=40),51.3 個
(43-66 個,N=4),87.9 個(43-115 個,N=
2 6 ） で ， 大 山 町 産 の 一 腹 卵 数 は こ れ ら と 比 較
し て 最 も 少 な い 。 ま た ， 今 回 観 察 し た 柏 崎 市
産 ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の 一 卵 嚢 中 の 卵 数
は26.6 個 （19-33 個,N=12) で, 東 城(1976)
の 報 告 し た 新 潟 県 田 上 村 産 の ト ウ ホ ク サ ン
シ ョ ウ ウ オ の 1 7 個 （ 9 － 3 1 個 ， N ＝ 1 1 9 ） に
比 べ 多 い 。 卵 径 の 平 均 は 大 山 町 ， 青 海 町 お よ
び 柏 崎 市 産 サ ン シ ョ ウ ウ オ で ､ そ れ ぞ れ 2 . 7 4 ,
3.21,2.96inm で あ っ た 。 卵 の 色 は 三 地 域 産 と
も 動 物 極 は 暗 褐 色 ， 植 物 極 は 灰 黄 白 色 で ､ あ り
地 域 に よ る 差 異 は 認 め ら れ な か っ た 。
考 察
今 回 報 告 し た 富 山 県 大 山 町 と 新 潟 県 青 海 町
産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ の 一 種 は ， 雄 の 成 体 と 卵
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嚢 の 形 態 な ど に 類 似 点 が 多 く ， 新 潟 県 柏 崎 市
産 の ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ と は 相 違 点 が 多
い こ と が 明 ら か と な っ た 。 特 に ， 佐 藤 （ 1 9 3 4
1 9 4 3 ） が ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ と ト ウ ホ ク サ ン
シ ョ ウ ウ オ の 安 定 し た 識 別 点 と し た 前 後 肢 の
関 係 が ， 大 山 町 お よ び 青 海 町 の 標 本 で は 両 種
の 中 間 を 示 す こ と が 認 め ら れ た 。 ま た ， ア ベ
サ ン シ ョ ウ ウ オ と ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の
卵 嚢 の 顕 著 な 特 徴 と 考 え ら れ て い る 卵 嚢 外 皮
の 規 則 正 し い 縦 条 が 認 め ら れ な い こ と が 明 ら
か に な っ た 。 卵 嚢 の こ の 特 徴 は ， 長 野 県 白 馬
村 産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ （ 松 井･ 松 井 ，1980 ） お
よ び 富 山 県 富 山 市 産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ ( 南 部 ’
1 9 8 2 ） で 報 告 さ れ て い る 。 こ の た め ， 大 山
町 お よ び 青 海 町 産 の サ ン シ ョ ウ ウ オ は ， こ れ
ら の 地 域 に 生 息 す る サ ン シ ョ ウ ウ オ ， 宮 h
(1977,1978 ） が ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ と し た 石
川 県 羽 咋 市 お よ び そ の 周 辺 に 生 息 す る サ ン シ
ョ ウ ウ オ と よ く 似 て い る と 思 わ れ る 。 以 上 の
よ う に ， こ れ ら の 地 域 す な わ ち ， 中 部 日 本 の
日 本 海 側 に 生 息 す る サ ン シ ョ ウ ウ オ は ， 分 類
学 上 問 題 が あ り ， 詳 細 な 比 較 形 態 学 的 検 討 が
必 要 で ､ あ る と 考 え ら れ る 。 ま た ， こ の よ う に
疑 問 種 の 検 討 に 加 え て ， 松 井 ． 松 井 ( 1 9 8 0 )
が 示 唆 し た よ う に ， 地 理 的 変 異 が 大 き い こ と
が 知 ら れ て い る ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ （ 佐
藤 ， 1 9 4 3 ） の 種 内 変 異 に つ い て も 改 め て 充 分
な 研 究 力 望 ま れ る 。
謝 辞
本 報 告 に 当 り ， 原 稿 を 御 校 閲 い た だ い た 富
山 大 学 小 黒 千 足 教 授 ， 鋤 口 蓋 歯 列 の 観 察 に つ
い て 御 教 示 い た だ き ， ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ の
原 記 載 の 文 献 に つ い て 便 宜 を 計 っ て い た だ い
た 京 都 大 学 松 井 正 文 氏 に 深 く 謝 意 を 表 す る 。
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 長 井 真 隆 館 長 ， 根 来
尚 ， 布 村 昇 の 両 氏 に は ， 植 物 お よ び 水 生 動 物
の 同 定 を し て い た だ い た 。 厚 く 御 礼 申 し 上 げ
る。
大 山 町 ・ 青 海 町 のHynobiussp. に つ い て( 予 報 〉
文 献
松 井 正 文 ， 1 9 7 9 ． 滋 賀 県 の 両 生 類 ． 滋 賀 県 の
自 然 ， 総 合 学 術 調 査 研 究 報 告 ，591-614 ．
滋 賀 県 自 然 保 護 財 団 ．
， 松 井 正 通 , 1 9 8 0 ． 長 野 県 産 サ ン シ
ョ ウ ウ オ - の 一 種 に つ い て ( 予 報 ) ． 肥 虫 両 生
類 学 雑 誌 ，8 （4 ） ：103-111 ．
丸 山 敏 之 ， 1 9 7 7 ． ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の
後 肢 肌 に み ら れ る 変 異 ． ノ 肥 虫 両 生 類 学 雑 誌
7 （1 ） ：10 －14 ．
宮 崎 光 二 ， 1 9 7 7 ． 羽 咋 産 の ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ
オ に つ い て ． 肥 虫 両 生 学 雑 誌 ， 7 （ 2 ） ： 4 6
1 9 7 8 ． 石 川 県 の ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ
と 自 然 ，8 （9 ） ：21-24.
1 9 7 9 . 石 川 県 の 両 生 ・ は 虫 類 の 慨
オ ． 動 物 と 自 然 ，
,1979.:
要 ． 第 2 回 自 然 ］
は 虫 類 ） 石 川 県 ，
第 2 回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 ( 両 生 類 。
3 － 5 ． 環 境 庁 一
8 3
南 部 久 男 ， 1 9 8 2 ． 富 山 市 呉 羽 丘 陵 の サ ン シ ョ
ウ ウ オ( め れ0 〃"ssp.) に つ い て( 予 報) ． 富
山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー 研 究 報 告 ， 4 ： 6 9 －
72．
Sato,!.,1934.OnaNewSpeciesofHyno 〃"s
fromJapn.JSci.HiroshimaUniv.,Ser.
B ・Div,1 ，3 ：15 －23 ．
佐 藤 井 岐 雄 ， 1 9 4 3 ． 日 本 産 有 尾 類 総 説 ． 第 一
書 房.pp.520,pi.31.
沢 野 十 蔵 ， 1 9 4 3 . 束 北 山 淑 魚 の 発 生 段 階 図 ．
鶴 文 庫 ， 札 幌.PP.7,pi ．7.
竹 田 俊 雄 ， 1 9 7 9 ． 羽 咋 産 ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ
の 調 査 報 告.PP.21.
東 城 庸 介 ， 1 9 7 6 ． ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ の
卵 誕 中 の 卵 数 ( 短 報 ) ． 肥 虫 両 生 類 学 雑 誌 ，
6(4):103-104,
PlateI
A:CloseviewofbreedingplaceofHynob" 紺sp..Ooyama-machi,
ToyamaPref,
B:CloseviewofbredingplaceofHytﾉ0 〃"sp.Oumi-machi,Nigata
Pref,
C;BredingplaceofH.lieﾉjewates,KashiwazkiCtv.NigatPref,
D;ApairofeggsacsofHyno 〃"ssp.attachedtoaclownwood ，
Ooyam ． ×().7 ．
E:EggsacsofH.hche" αlusattachedtoasprig.Kashiwazaki. ×0.6
F:AnadultmaleofHviI" 〃"sp.Ooyama. × 〔).8 ．
G;AnadultmaleofH.he､Iicimlus.Kashiwazaki. ×0 ．6 ．
譜
畷 窒
繊 基 縄
藻
イ
？,母
織
亀 迩
霧 F 掴
Plate1
